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研究成果の概要（和文）：１．研究期間中、毎年３回以上研究ワークショップを開催し、他の予算と共催で通算
３０名を超える国際経済学・産業組織・経済動学の研究者を招聘して論文報告を行った。２．英文図書
「Sino-Mexican Trade Relations--Challenges and Opportunities」をSpringer-Verlag社に出版する予定であ
る。３．プロジェクトメンバーは、個別・または共同研究の両面において、研究成果を国際コンファレンスにて
発表し、５年間のプロジェク期間中に、５本を越える国際学術雑誌（査読つき）に論文を掲載した。４．一部の
研究成果は整理が終わる次第、学術雑誌に掲載する予定である。
 

研究成果の概要（英文）：1. During the research period, at least 3 workshops were held every year. 
Together with other budgets, more than 30 researchers in the fields of International Economics, 
Industrial Organization and Economic Dynamics were invited to present their research; 2. An English 
book is scheduled to be published by Springer-Verlag, with the title: "Sino-Mexican Trade 
Relations--Challanges and Opportunities"; 3. The members of the project presented their individual 
and joint research in different international conferences, and published more than 5 research papers
 in academic journals through the 5 year research period; 4. Some of the research results are still 
being checked and will be submitted for publication soon.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
 

発展途上国は、ミドルインカム罠に落
ちる危険に直面している。例えば、中
国が「世界工場」とニックネームを付
けられている一方、多国籍企業から受
け取られるのは売上高の 3~4 パーセ
ントだけである、しかも、それは労働、
土地、原材料、工場設備、および交通
のコストへの総支払いが含まれてい
る。国際的に知られるブランド名が少
ないため、発展途上国の国々はローエ
ンド工場の仕事につとむしかない。 
 
従って、開発途上国は、バリュチェー
ンに沿って、低熟練低品質から、高熟
練高品質な製造業アップグレードし
なければならない。ブランドづくりが
その最も重要な一歩である。 
 
２．研究の目的 
 
このプロジェクトにおいて、私達はブ
ランド名獲得戦略として、国際的な M
＆A（合併）を調査する。基本的なロ
ジックは初めに発展途上国からの商
品品質が世界市場では未知である。こ
のような情報障壁に打ち勝つために、
優れた生産者は、高価な国際合併を引
き受けるより、よい既知の外国ブラン
ドを取得する。 
 
３．研究の方法 
 

最初の 2 年に、過去 10 年に存在した

実際の取得物にインタビューし、いく

つかの現地見学をする。 

次の 2年に、現地見学から集まった情

報と証拠に基づき、厳密な理論モデル

築きをめざす。  
それから、研究結果をまとめて、国際
学術会議で発表する（例えば、ETSG、
米国中西部国際学会、オーストラレー
シア経済学ミーティングなど）。そし
て、私達はこのフィールドの研究者も
招待し、国際会議を催すことを企画し
ている。 
最後に、私達は研究成果を高くランク
付けされた学術ジャーナルに投稿す
ることを望む。 
 
４．研究成果 
 

a). 研究期間中、毎年最低 3 つのワー

クショップが開かれた。他の予算と連

携で、国際経済学、産業組織論、およ

び経済動学分野の 30 人以上の研究者

を招へいした； 

b). 英文図書「シノメキシコの通商関

係－－挑戦と機会」がシュプリンガー

出版社に出版される予定； 

c). プロジェクトのメンバーは種々

の国際会議において研究成果を紹介

し、5年研究期間内、学究的なジャー

ナルに 5つリサーチペーパーを掲載

された； 

d). 研究結果の一部はまとめている

途中で、それらを終えて学術雑誌に投

稿する予定である。 
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